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　4 歳児クラスにおいて，幼稚園に 3 年保育で入園した進級児と 2 年保育で入園した新入園児と



















































? ??負傷部位別発生状況（平成 28 年度　幼稚園・保育園のみ抜粋）? （件）
種別 頭部 顔部 体幹部 上肢部 下肢部 その他 合計
保育所等 3,422 18,767 903 9,690 3,553 0 36,335
幼稚園 2,015  8,576 587 4,655 2,013 0 17,846
（出典：独立行政法人日本スポーツ振興センター『学校の管理下の災害―28』）
　　　　　　　（出典：独立行政法人日本スポーツ振興センター『学校の管理下の災害―28』）












































































































































のような対策を取ったのかを明らかにするものである。昭和 60 年度から平成 17 年度までの事故
の中から，その事故により推察される育ちの課題と事故後の対策が明確な 7 事例を挙げる。
???????? ??? ?? ???????????????????????













ても滑る姿が多くみられるようになり，平成 12 年度に張り替えの改善工事をした（表 3 ⑦）。
事例①















昭和 62 年 6 月 4 日，園庭の足洗い場において，年中女児が泥粘土の片付けをしている際に洗っていたシートの上で転倒
し，流し場にぶつけ後頭部を切る事故が発生。

































































園後の 14 時 30 分頃であった。園庭には，迎えに来た徒歩通園の保護者が多くいた。そのこともあり，プラタナスと滑り
台の奥に位置する太鼓橋は死角となっていた（写真①・写真②参照）。
　　写真①滑り台の死角になっている太鼓橋　　　　　　　写真②プラタナス（左の大木）の死角にもなっている
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・ 接地した段差と溝をひとつの障害物として認知することができず，より目立つ段差という障害物に注意を向けると，溝
というもうひとつの障害物に注意を向けることができない　・目の前にある障害物を認知できない
・障害物を認知しても静止することができない　・木製の大型積み木を，扱いきれずに落とす姿が目立つ
・2 階の窓の外に落ちたものを拾おうとするなど，危険を予知せず予想外の行動に出る　・他児への注意が及ばない
・濡れていたら滑るなど，知恵が身についていない　・状況に応じてどのような行動をすべきか判断する力がついていない
・ 雨→テラスが濡れている→滑る→濡れていない端を歩く，雨→テラスが濡れている→滑る→滑らないように慎重に歩く
という一連のイメージをして自己の行動を判断したり，調整したりする力が十分に育っていない
・状況を的確に捉え，その後の自己の状態をイメージし行動を決める力，判断力が十分に育っていない
・危険なことを判断し回避する力が十分に育っていない　・限界を判断する力が育っていない
・安全と危険の境界線を見極める力が十分に育っていない　・固定遊具で自由に遊べるようになる年齢が遅くなっている
